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会員のみなさん いかがおすごしですか。 
年度がわりの時期です。卒園していく子どもたち一人ひとりが、このあとも尊重され、 

豊かな子ども時代がおくれるように、と願います。現実は厳しいけれど、少しでも良く 

なるように、大人としてできることをしていきたいですね。 

 

保育施設の死亡事故と待機児童問題 
 

２０１５年３月６日、福島県郡山市の地裁で

は、りのちゃんの死亡事件に対して、「園側の

賠償責任」を認め、同時に死亡原因を「窒息死」

と認める判決が出されました。 

この事件は、みなさんも署名等の支援の経緯

もあってご存知の方が多いと思います。１歳に

なったばかりの「りのちゃん」は、はじめての

お昼寝時間、うつ伏せ寝にされ、頭から大人の

毛布を被せられて、その上に大きな枕を二つ置

かれ、放置されて亡くなったという痛ましい事

件です。 

 

同じ日、栃木県の宇都宮市では、保育施設内

で毛布にくるまれ縛られて身動きができない

ような状態に置かれた幾人もの乳児の衝撃的

な写真が、週刊誌に掲載されました。 

二つの事件は、あまりにひどすぎる認可外保

育施設の実態ですが、我々には無関係でしょう

か？ 

 

私は、全国合研の分科会「保育施設の事故か

ら学ぶ」にかれこれ９年間関わって、そのなか

で知り得たことですが、待機児童がとても多い

市町村で、酷い虐待や死亡事件が起きていると

いう現実があります。 

それぞれの市の「保育の実施責任」からも問

われるべきですし、監査や指導監督責任がきち

んと果たされていれば起きなかったはずの事

件なのです。 

待機児童問題をこれ以上放置してはならな

い、そのために自治体も私たち保育関係者も何

をすべきか考えあうことが求められています。 

 

石川幸枝（保育経営懇・会長） 

    
保育をめぐる情勢 

●公定価格 

～加算要件が少しずつ明らか

に（3/10自治体むけ説明会） 
2015 年 3 月 10 日に、政府は子ども・子育て支援

新制度の自治体向け説明会を開催し、「特定教育・保

育等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に

伴う実施上の留意事項（案）」を示しました。この資

料で、施設・事業ごとに、公定価格の算出の仕方、

各種加算の要件等が、これまでよりも具体的に示さ

れるようになりました。 

※同封の留意事項（案）と公定価格単価表を照らし

合わせてご確認ください。 
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◆私立保育所の委託費の構成 

 私立保育所の収入は、公定価格だけではありませ

ん。園の収入は、（公定価格の総計）＋（国庫補助金）

＋（自治体単独補助）の合計になります。 

公定価格 + 国庫補助金 + 
自治体の 

単独補助 

園の収入 

今回、国庫補助の延長保育補助の基本分や処遇改善

の臨時特例交付金などの国庫補助がなくなり、公定

価格に組み込まれるので、一見収入が大幅に増える

ようなことが起こるかもしれませんが、これまであ

った国庫補助が減るので、総合的に状況を見極める

ことが必要です。 

 また、私立保育所は、公定価格満額が委託費とし

て支弁されますが、認定こども園などの直接契約の

施設・事業者には、公定価格から利用者負担額を控

除した額が給付費として支弁されます。一部の市町

村で保育所に支弁する額を給付費としている例があ

りますが、それは誤りです。さらに、その支弁は、

当月内になされるのが原則です。 

◆各項目にそって ◎基本分単価 この単価は、そ

の保育に必要な基礎的・共通的な経費として、事務

費（人件費＋管理費）と事業費を、地域・定員・認

定・年齢・保育必要量等の区分に応じた子ども１人

当たりの月額として設定したものです。人件費の中

には、最低基準にもとづく必要保育士数や規模に応

じた職員の増や調理員の配置を保障する額が盛り込

まれていると説明されていますが、積算根拠となる

具体的な額は示されていません。 

◎基本加算部分  

 処遇改善は、従前の民改費同様に職員の勤務平均

勤続年数に応じて設定されます。職員の経験として

加えることができる前歴の範囲が拡大され、単独補

助を受けていた認可外施設等の勤務経験も対象にな

ります。さらに、これまでの 2～12%の加算に加え、

賃金改善要件分として 3％（11 年以上では 4％）が

上乗せされます。 

 ただしこの上乗せ分は、確実に職員の処遇改善に

ために使用すべきものなので、賃金改善要件が設定

され、その要件に該当しなければ加算されません。

さらに、キャリアパス要件を満たさない場合は、上

乗せ分が１％減算されます。賃金改善要件について

は、この 2 年間実施された処遇改善臨時特例交付金

の要件と同様といえますが、新たなキャリアパス要

件は未だその内容が明らかにされていません。今回

の資料でも別に定めるとしか記載がありません。公

定価格に関するＦＡＱでも「具体的には都道府県が

定めるスケジュールによる」とした説明にとどまっ

ています。 

◎３歳児配置改善加算は、実際の 3 歳児における保

育士配置を問うのではなく、保育士配置数の算定に

あたって、3 歳児について最低基準の 20 対１でなく

15 対１で計算し、園の保育士総数がそれを上回って

いれば加算要件に合致するとするようです。 

◎減価償却加算は、施設整備と改修に関わる国庫補

助との選択制なので、国庫補助による整備を行った

施設は対象外です。ただし、国庫補助を受けていて

も、一定年数経過していて、さらに新たに示された

要件に適合するとこの加算が受けられることが明ら

かになりました。もっとも、一定期間とは何年なの

かについては示されていません。また、賃貸の施設

は賃借料加算の対象になります。 

◎休日保育加算は、休日保育を実施した施設に、前

年度の休日保育利用児童数に応じて単価が設定され

ます。夜間保育加算は、夜間保育所として認可され

た施設が対象です。 

◎特定加算部分 基本額（月額や年間額）が示され

た上で、子ども数で割ることが基本ですが、冷暖房

費は、すでに子どもの１人分の単価が示されている

ので、すべての施設でそのまま加算されます。 

◎入所児童処遇特別加算、小学校接続加算などは新

たな加算ですが、年１回 3月に付加されるものです。

加算を受けるための要件が示されているので資料の

26～28 頁を確認して下さい。 

◎調整（減算）など 加算とは別に、土曜日を常態

として閉所する場合や、2 年間連続で定員を 120％
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超えで入所させていた場合は、減額措置があります

ので注意が必要です。 

◆基本的な問題点  

一般的な加算を加えても、短時間認定の公定価格

は、3 歳児以外は現状の保育単価よりも減額といえ

ます。従って短時間児が多い園は、現状より減収に

なる可能性があります。 

 標準時間児の単価は、保育単価よりも改善された

とされていますが、その多くの部分が、これまで延

長保育補助の基本分として各園に年間 459万円程度

が支給されていたものが、子ども１人あたりの月額

として細分化して振り分けられているので、実質的

な改善はごくわずかといえます。また、処遇改善で

3％アップと宣伝されていますが、すでに臨時特例

交付金で 2.85％アップは実施済みなので、これも目

立った増収とはいえないようです。 

 さらに、すべての施設で同じ加算があるわけでは

ない点も問題です。たとえば、幼稚園と認定こども

園に通う１号認定の子どもには、チーム保育加配加

算（最高 6 人まで）､学級編成調整加配加算などが

ありますが、保育所や認定こども園の 2 号認定の子

どもにはこの加算はなく、明らかな格差といえます。 

 小規模保育事業等には、障害児保育加算がありま

すが、保育所は、地方自治体の単独補助で対応が原

則なので、公定価格での加算はありません。 

 

●自治体で広がる混乱…

惑わされず一つ一つ確認を 
 新制度の施行が目前に迫る中、各自治体では準備

がすすめられていますが、子ども・子育て支援事業

の単価が明らかになったのは 1 月下旬、公定価格の

本単価公表は 2 月という状況の中で、混乱が広がっ

ています。 

◆重要事項説明書のひながた～内容に要注意 

 重要事項説明書のひな形が示されていますが、自

治体によっては、園で作成している入園のしおり等

のパンフレットをもとに、必要な項目を付け加える

等でも構わないとしています（名古屋市）。 

 自治体が示すひな形は、国がモデルを作っている

かと思われますが、問題がある箇所もあり、注意が

必要です。 

＊利用者（保護者）を縛るような項目が含まれてい

る 

『利用者の思想・信仰は自由ですが、他の利用者

に対する宗教活動、政治活動及び営利活動はご遠慮

ください』（大阪市・京都市・熊本市など） 

この項目をもとに、署名活動や募金活動の禁止等、

保護者の自主的な活動が縛られる危険性もあります。

このような項目が果たして、必要でしょうか。 

＊利用の終了に関する項目について 

保育の提供が終了する場合①小学校に就学した

とき、②支給要件に該当しなくなったとき、③利用

の継続に重大な支障又は困難が生じたとき。 

（京都市・熊本市・宇都宮市など） 

③の重大な支障や困難とは何でしょうか。 

＊保育料等の滞納について 

滞納があった場合は、過去の支払い状況を考慮

し、本園の判断により退園とする場合がある。 

（熊本市） 

24 条 1 項に基づき市町村の委託を受けて保育を

行なっている保育所が、園独自の判断で、退園を促

すことはあり得ません。直接契約の施設と混同して

いる可能性もあります。 

◆委託費の請求について  

静岡市の示した保育所の請求の様式 

「子ども・子育て支援 教育・保育給付費
．．．

請求書

（案）」 

しかし、保育所は、給付費ではなく、委託費です。

給付費とは、公定価格から保護者負担分を除いた分

ですが、委託費は公定価格全額です。 

◆同意書は必要か？ 

 各種提出書類の作成等に追われている、という状

況が各地から届いています。その中で、重要事項説

明書とあわせて同意書の作成・提出を求める自治体

があります。しかし、法律には、書面で同意を求め
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ねばならない、とはなっていません。説明をするこ

とが重要なのであって、同意書の記入や提出が重

要・必要とはされていません。同意書がいらない地

域もありますので、その後どう使われるかも含めて、

自治体に確認しましょう。 

＜参考＞内閣府令第 39 号「特定教育・保育施設お

よび特定地域型保育事業の運営に関する基準」 

第 5 条（中略）…重要事項を記した文書を交付

して説明を行い、当該提供の開始について利用

申込者の同意を得なければならない。 

◆自治体も大混乱～園長会等で自治体と確認を! 

 自治体側も、大混乱していることは事実です。園

側も書類作成・提出等に追われていることと思いま

すが、上記のような問題点もありますので、気にな

ることは、自治体に確認し、園長会等でも共通認識

にしていきましょう。 

 

●社会福祉法人「改革」 

今国会で審議の見通し 
社会保障審議会福祉部会において、社会福祉法人

「改革」についての報告書が取りまとめられまし

た。この報告書を受けて、社会福祉法等の改正案

が、現在開催中の通常国会に提出される見込みで

す。 

現状では、保育所を運営する法人は、１施設の

みを経営する小規模法人が多く、また内部留保も

ほとんどない状況にあるので、事業に必要な最低

限の経費を除き再投下財産として地域貢献活動にあ

てる等の実施を厳格に求められると大きな負担増に

なるといえます。 

また、評議員会の設置までにどの程度の猶予期間

が与えられるのか、責任が重くなるという理事・理

事長に対する報酬等をどのよう設定・捻出するのか、

事業継続のための必要最低限の財産とはどの程度の

ものか、などの重要な事項が現時点では、具体的に

示されていません。 

今後適正な制度設計と運用を求めて、現場からの

声を上げていくことが必要です。 

今後の法案審議は連休明け以降になることが予想

されます。経営懇としては、2 月におこなった福祉

関係団体共同行動の実行委員会に引き続き参加し、

共同の取り組みを行っていきます（詳細は次号でお

知らせします）。 

 

●保育士不足、さらに深刻

に・・・！ 
保育士の人手不足が、さらに深刻さを増していま

す。3 月 11 日付東京新聞の報道によれば、被災 3

県でも保育士不足が続き、岩手県大槌町の町立保育

所では保育士不足により 0～2 歳児の受け入れ中止

に追い込まれました。震災復興を妨げかねない状況

です。 

一方で、待機児童問題が深刻な都市部でも、保育

士不足が続いています。有効求人倍率（保育士の職

を探す一人当たり何件の求人があるか）をみると 

東京では、昨年度でも 4 倍を超え、今年度は 5 倍を

超えています。 

＜厚労省報道資料

（2015.2／27）より

作成＞ 

 

 

 

 全国平均でも 1.64 倍から 2.06 倍へと、年々有効

求人倍率が高くなっています。保育士不足は、全国

的に深刻な問題となっています。 

 保育士不足問題の解決には、まず、処遇改善が必

要です。また、配置基準の見直しや研修の保障、事

務作業の時間確保なども必要です。現場の実態をふ

まえて、新制度で示された公定価格の改善を求めて

いくことが重要です。 

 2013年 2014年 

東京 4.13 5.37 

埼玉 1.47 3.05 

神奈川 2.56 3.03 

大阪 1.99 2.40 

全国平均 1.64 2.06 
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第 17回夏季セミナー・シンポジウム 

乳幼児期の子どもたちに保障すべき 

保育・教育とは 
第５回（最終回） 

2014 年 9 月 7～8 日に埼玉県さいたま市に開催した第

17 回夏季セミナーのシンポジウムの要旨をご紹介してい

ます。今回が最終回です。 

（要約・文責：事務局） 

コーディネーター・大宮勇雄： 

保育園（瀬川保育園・筧さん）と小学校（埼玉県

小学校教諭・内田さん）の実践報告をうけて、学童

保育での子どもの状況や、小学校との連携のとりく

み等を参加者のみなさんから発言していただきます。 

 

【発言・学童保育での子どもたち】 

酒井（埼玉県深谷市・ふきのとう学童保育） 

学校では、先生の話をよく聞くまじめないい生徒

でいるのかもしれませんが、学童に帰って来た瞬間、

爆発して、ドアをゴンゴン、テーブルの上をバタバ

タっと走っていくような状況の子どもたちです。何

を聞いても、大人が言うことに対しては、「ヤダ！ヤ

ダ！」「できねー」といった言葉が、最初に返ってき

ます。 

 新学期４月から担任になりましたが、子どもたち

は本当にバタバタバタバタ動いているという感じで

す。保育園に併設されている学童ですから、小さい

子も怖がってしまうような、日々、本当に荒れてい

るというような新学期の状況でした。私たちが何か

言えば、「うるせー、何度も聞いてる」「わかってる

よ」「くそババー」まででてくるような勢いでした。 

 夏休みは毎日格闘で、何か一つやろうとしても聞

くに聞けない状況があり、実際にとりくむまでにと

ても時間がかかりました。保育園を卒園した子ども

たちなので、一人一人がよくわかっているのですが、

何かやろうというときにも、自分からこれをやろう

ということが言えなくて、子ども同士の中で様子を

うかがっていることが多いように感じます。おとな

の言葉がけに対しては「ヤダ」とか、「どうして」と

か出せるのですが、子ども同士だとそこのところが

希薄になっています。 

保育園で、子どもたちの関係が育ってきているは

ずなのに、学校に行って、なにか希薄さを感じてい

ます。 

 

【発言・地域の保育園同士の連携をもと

に小学校とも意見交換会開催】 

川端（東京都足立区・新田保育園） 

 新田地域は、とても狭い地域ですが、地域の再開

発により 5〜6年で人口が倍増し乳幼児人口も増え、

認可保育園が区立と私立の 2 園だけだったのが、こ

こ 4～5 年で 4 園増えて 6 園になりました。小学校

も、１千名を超えるマンモス校もでてきました。校

舎を増やす等、対応に追われています。 

公開授業等で、保育園から入学した子どもたちの

姿をみてみると、いきいきとした姿がなく、先生た

ちも、忙しそうです。「こうあらねばならない」を先

に求められて、座って話を聞く・先生の指示に従う・

身の回りのことができる、これらが１年生に入学し

た段階で、すでにできていることが当然であるかの

ような見方・感覚に、先生自身がなっているように、

感じています。 

今、学校の先生たちがおかれた状況から、できる

できないという視点での見方がとてもきつくなって

いて、子どもたちは、窮屈でつまらない・先生は怖

いと感じることが増えているのではないでしょうか。

休憩時間も短かったり、グランド、校庭もない環境

で、子どもたちが体を使って集団遊びをする要求は

ほとんど満たされていません。そういう中で、いろ

いろな問題がでているように感じています。 

 地区で保育園が 6 園になってきて、保育園同士の

連携はしようということで、まず園長同士の会合を

１～２か月に１回、定例でもっています。地域の子

どもたちは、小学校で一緒になりますから、顔なじ

みになったり、集団的な遊びを共同でやったり、地

区を流れる荒川で自然体験のとりくみをやったりと、
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楽しい取り組みを通して小学校への期待を育ててき

ています。子どもの見方や保育園の役割についてな

ど、まず園長同士が意見交換をしつつ、年長児の交

流や小学校との連携をしています。 

そのなかで、保育園側から、もっと学校の先生た

ちとの意見交換の場が欲しいと発信して、定例の幼

保小連携のブロック会議の他に、意見交換の場を作

りました。保育園側から年長担任・園長、学校側か

ら 1 年生の担任と副校長・校長とが集まり、意見交

換をしています。3 年間継続して取り組んできまし

た。今年は、もっと子どもの姿を語りあいたいと思

っています。子どもの意欲、自己肯定感が、具体的

に保育園や学校のどのような場面で、どんなとりく

みを通して育っているのかということを共有したい

思い、実践報告を含めた意見交換会の準備を進めて

います。地域の保育園同士が連携しあう大事さを、

感じてきているところです。 

 

大宮： 

 これまでの報告・発言をふまえて、ご意見・ご質

問等を出していただきながら、乳幼児期の子どもた

ちに保障すべき保育・教育とはなにか、議論してい

きたいと思います。 

 

【フロアから・管理主義化がすすむ学校をどう

変えていくのか～学童保育の現場から】 

 東京都板橋区・陽光会の白井と申します。学童保

育の施設長をやっています。 

 ふきのとう学童の話、内田先生のお話の中でも「ム

リムリ」と言ってしまう子どもたちの姿が話されま

したが、その理由が、僕にはわかります。すぐ「ム

リ」と言っ

てしまうく

らい無理な

ことを、子

どもたちは

毎日、家で

も学校でも

強いられているんじゃないかと思います。そういう

見方を僕たちがしなかったら、子どもたちは救われ

ないと思うのです。ふきのとうの子たちが一見荒れ

ているように見えるけれど、学校から帰ってきて「た

だいま」と言えて、それだけ荒れられるということ

は、とても素晴らしいことで、受け止めなければな

らないと思うんのす。 

 僕は今、二つの思いで揺れています。ひとつは、

学校の管理主義化にどう対抗していったらいいのか。

今度の保育新制度は、保育を見下し、教育を切り離

しながら、認めてほしかったら学力とか学校教育の

物差しでがんばりなさいと、統制下に組み込もうと

する策略であることが、小泉先生のお話しからもわ

かりました。それに乗るものかと、我々は思ってい

ますが、乗せられていく人たちもいっぱい出るかも

しれない、という情勢です。 

 学校自体も、どんどん管理化されています。実際

に現場でも、学校とざっくばらんにお互いの情報を

出し合い話し合ってやりたいけれど、「学校ではちゃ

んとしているので、学童・全児童対策で問題が起き

たら、そちらはそちらだけで解決してください」と、

校長先生がおっしゃいます。実践のところだけで、

どうこうしようと思っても、難しい状況があります。

つくりかえようとしている制度が着実に現場にも浸

透してきていることを、すごく恐ろしく感じていま

す。学校自体が管理主義化している状況を、どう打

開すればいいのでしょうか。 

もう一つは、そういう学校に踏み込まれたくない、

という気持ちです。例えば、全児童対策の「あいキ

ッズ」は、学校の施設を借りています。木に登るな

とか水を使うなとか、やってはいけないルールをす

べて守らないと、放課後も校庭では遊べません。で

も、学童は、学校の敷地の中にあっても、別の建物・

庭があるから、子どもたちにとっては別天地です。

学校の敷地内なのに、学童の前の小さな庭だけは、

穴を掘ってもいいし、木に登ってもいいし、秘密基

地もつくれるわけです。そこではじめて、子どもら

しさを取り戻して、学校の中で出し切れていない自



7 

分が解放されています。だから、言葉づかいはひど

いし、直さなければいけないこともあるけれど、ま

ずは共有する・共感するところからやるしかないと

思っています。ですから、学校に組み込まれたくな

い、という思いがあります。 

ところが今、板橋区は、学童保育を 2015 年４月

からなくして、すべてを全児童対策に組み込む、と

言っています。つまり、今まで学童クラブで自由に

生活していた子たちも含めて、学校の延長でしか遊

べなくなってしまう、そんな状態に対して、どう戦

っていけばいいか。学童保育は今まで基準も予算も

ついていなかったものが充実にむけて動きつつある

と思うのですが、都市部を中心に放課後全児童対策

に組み込んで解消すれば、待機児童も解消できると

いう方向に動いてしまっているわけです。すべてが

学校化の方向へ動こうとしている中で、何をやって

いけばいいのでしょうか。 

前半の大宮先生・小泉先生の話をききながら、ぞ

っとして、それに対して何ができるのか…すごい時

代になってきている、と感じています。 

 

【フロアから・保育には打ち破る力がある！～

全国合研の経験から】 

福岡県・紅葉会の小寺と申します。 

 小泉先生のお話しから、こういう路線が何年も前

から準備され着々と進んで今があるということがわ

かりました。そういう流れの中で、私たちは現実と

向き合っていくわけですが、目先のことだけでは、

とても対応できません。 

しかし、この保育や教育の流れは、必ず破綻する、

と思っています。あんなに教育の統制をやって、尻

をたたいて、その到達点が今の大学生の姿だと思い

ます。社会に出て使い物にならないとか言われて、

仕事も保障されていなくて、大変な状況になってい

ます。このまま突き進むことはできないんじゃない

かと思っているのですが、そういうことを見すえな

がら、どうやって、がんじがらめに用意された法体

系を打ち破っていくか、です。保育の分野は、一つ

打ち破りました。保育には、打ち破る力がまだ残っ

ている、と言いたいのです。 

 今年（2014 年）の 8 月に福岡で合研集会があり

ましたが、合研の力はすごいな、と思います。保育

園をつくる運動は、そもそも働く人たちの中から生

まれ、共同保育所をつくり、認可保育園をつくって

きました。その中で、合研では、非常に幅広い人た

ちが一緒になって、子どもたちの生活や保育をどう

保障するかということを、力を合わせて学び運動し

てきました。そういった運動の経験が今、行政も地

域も学校も巻き込んで、大きな力を発揮していくの

ではないか、そこに今の行政を変えていく力がある

のではないかと、思っています。 

福岡で合研集会をやらせてもらって、私も実行委

員会に入ってとりくんでみて、それを改めて感じま

した。その力と歴史をもう一回振り返って、私たち

はそういう力を持っていると確信することが必要で

はないでしょうか。そして保育や教育の統制が強め

られようとする時代に、たまたま私たちは、保育の

世界で仕事をする役割を担っているので、今の日本

の教育の流れを本流に戻すために力を尽くす。そう

いうことを、私たちがしっかり見据えてがんばって

いけば、まだ、流れに逆らって、くい止めていくこ

とができる、それしかない、と思っています。 

保育は、日々、親と向き合って、力を合わせて地

域ともつながり、学校ともつながっていける位置に

あるので、どんな立場の人とも一緒に力を合わせて

いくことが可能です。だからこそ、今の厳しい流れ

に対して力を発揮することができるはずです。そこ

に改めて確信を持っていくことが大事なのではない

のかなと、お話を聞きな

がら思いました。がんば

りたいと思います。 

 

大宮： こういう状況の

中で、これからの展望や、将来を見据えて私たちの

実践や運動の課題は何なのか、お話していただけれ

ばと思います。 
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内田： 

 確かに、私たち教員の状況も厳しいです。時間的

にも厳しくさせられています。でも、その中でも、

多かれ少なかれ、どんな職場でも、もっと時間をか

けて教えたいよね、といった話はしていると思いま

す。 

また、「子どもたちが、こういうふうに変わった」

といった子どもたちの成長の姿が、ものすごく私た

ちのエネルギーになります。また、お父さんやお母

さんたちと話をして、「先生、こんなふうにうちの子

が変わったよ」「こんなことを、うちに帰ってから話

をしたんだよ」ということを、ちょっとでも耳にし

たときも、本当に元気になります。どんなに大変な

状況でも、教師とは、そういう職業じゃないかなと

思っています。 

保護者の方や私たち教員同士―できれば校長、教

頭も―が、つながっていくことが、とても大事かな

と思っています。なぜ私たちがこんな状況に置かれ

ているのか？当然私たちのせいでも、子どもたちの

せいでもないし、その根本も少しづつ語り合いなが

らつながっていくことが大事だと思っています。 

小泉： 

 状況は非常に厳しいと思います。 

 安倍政権下での教育改革は、とにかくスピードも

速いし、内容もえげつなく、準備が周到で、あれよ

あれよという間に、どんどん新しい政策が提言され

て、こちらも分析が追いつかない状況にあります。

どう対抗していったらいいのかというのは、本当に

難しい問題ですし、非常に敵は手強いというふうに

思います。 

 基本的なことですが、統制をすすめて一番壊した

いものは、保育の自由、教育の自由です。筧先生の

お話にもありましたけれど、本来なら教育課程も現

場の保育士さん、先生たちが、実際に目の前にいる

子どもたちの課題に向き合って、どう教育課程を作

っていったらいいのかを考えることによってはじめ

て、本来の子どもたちのための発達権保障、学習権

保障になるわけです。決して、お上からおしつけら

れるべきものではありません。目の前の子どもたち

の課題にどう答えていくのか、目の前の子どもたち

がどんな課題を持っているのか、どんなふうにした

ら子どもの発達が保障できるのかを、逆に現場から

つきつけていくことが大事なのではないかと思いま

す。 

 内田先生のお話しで、本当にそうだなと思ったの

は、素の自分が出せることが子どもたちにとって大

事、ということです。国が言うところの「態度を養

う」とか、「規範意識を養う」、「愛国心を持つ」、と

いうようなこととは、まったく正反対の考え方です。

それは、現場の先生だからこそ出てくる実感として

の価値観、教育観であって、そういった現場の声を

集約し積み重ねていくことが、対抗する大きな力に

なるのではないか、と私も思います。 

 学校に組み込まれるということについての問題も

ありますが、学校の先生も本当に苦労されていて、

東京都内でも、教育裁判があちこちで起されていま

す。教育内容に関わる裁判、日の丸・君が代に関わ

る裁判もたくさん起きていますし、障害児学級での

教育内容に対して東京都の教育委員会が性教育を禁

止したことについて、最高裁まで争われた七尾養護

学校の性教育事件なども含めて、学校のどこの分野

の方も、本当に苦労されています。 

 ですから、保育、教育とに分かれるのではなくて、

どう共闘していけるのか、乳幼児期の教育・保育は

どうあるべきかということを、一緒に全体として考

えていく時期に、

きたのではないか

と思います。 
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筧： 

今回このような機会をいただいて、保育の中の教

育とはなんだろうということをまとめる中で、自分

の言葉で語ることの大事さを感じました。 

 まず、保護者に自分たちが大切にしていること、

保育の意義をしっかり伝えたいと思います。小学校

の前倒しをすることが教育ではなく、人間としての

基礎を培っているのが保育であり教育であるという

ことを、私たちがしっかりと保護者に伝えていく必

要があるのではないか、と思っています。 

 それは、けっして園長や管理職だけがやることで

はなく、どの保育士も自分たちの日々やっている保

育を、子どもの姿を通して伝えることが大事だなと

改めて思いました。 

 私たちの目の前には、きらきらした目で、まっす

ぐこっちを見る子どもたちがいます。この子どもた

ちのために、私たちが動かないといけない、と思っ

て、これまでも署名運動など一生懸命やってきまし

たが、今回、宇都宮市の民間保育園園長会が、新制

度のパンフレットで保育所の説明文を“教育もして

いる”というように訂正させたという経験をきいて、

ものすごいエネルギーを感じました。 

私たちは、地道にこつこつと園の中で保育をしす

ぎたのかもしれません。もっと外に向けて働きかけ

ていく必要がある！と感じました。それには、保育

園同士が手をつないで、宇都宮市での経験のように

「これはおかしいよね。ちょっと変えてもらおう」

と、一緒に声をあげてけるような、つながりや共同

の力をもたないといけない、と感じました。 

 

【まとめ・つながりあうこと、運動すること

が大きな力になっていく】 

大宮： 

 ありがとうございました。今後の課題は、みなさ

んと一緒に考えたいと思いますが、まず出発点とし

ておさえたいのは、非常に理不尽なことが行なわれ

ている中で矛盾がうまれている、ということです。

新制度が法制化される過程で、児童福祉法 24 条１

項が残りました。つまり、保育は公的であり、直接

契約ではないということが運動の力で残ったものの、

新制度全体としては直接契約で個人給付に転換して

いて、これは大きな矛盾なんです。さきほど、保育

が教育から切り離されたと言いましたけれど、正確

に言えば、保育所保育指針は今までのままなので、

そこにある保育は、養護と教育が一体となったもの

です。だから、子ども・子育て支援法は、保育と教

育を切り離そうとしていますけれど、保育所保育指

針は今までと同じで、全部一色になっているわけで

はないのです。 

 非常に矛盾に満ちた制度を導入しようとするとき

に、向こうの戦略としては、反対意見をおさえると

か、本当のことを言う人はなるべく切り離す、とい

うように、分断して基本的なつながりを切り離そう

とします。例えば、原発の放射性廃棄物の中間処理

施設を福島につくるという件でも、地域住民を分断

して支配するというようなやり方になってきていま

す。私たちは、つながることで、簡単にいえば運動

することで、対抗していくしかないのではないかと

思いました。 

 だから、保幼小の接続の問題にしても、小学校の

先生と私たちがつながることができれば、もっと人

間的で、私たちの考えてきた保育や教育というもの

とつながるような接続のあり方をつくっていくこと

ができるのではないかと思います。私たちだけの意

見としてではなく、もっと広がりのあるものとして

つくっていくことができると思うし、そういう意味

では、いつの時代でも、運動が大事だと思うのです。

運動は支配する人たちをくじいていく力にもつなが

るような、大きな力をも

っているのです。 

 ちょっと話がとびます

が、ニュージーランドの

「テファリキ」というカ

リキュラムを作るときの経過を読んでいたら、その

中に「いろんな関係者の話を聞いた。いちばんよく

聞いたのは、政治家とか、議員とか、行政の人たち
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の意見だ。カリキュラムを作るときに、みんな、幼

児期の教育は就学の準備として位置づけるべきだ、

と言った。だが、できたカリキュラムには、そうい

う考え方は幸せなことに採用されなかった」と、書

いてありました。 

政治的な人たちがみんなそう言っているのに、「で

も、そうではないカリキュラムを私たちはつくった」

と、書いてあるのです。私はびっくりして、どうや

ってつくったのかな、と思いましたが、ニュージー

ランドでは実際につくったのです。 

 これまでニュージーランドでは、幼稚園とチャイ

ルドケアとがあり、幼稚園のほうは無償、保育者は

教師の資格が必要でした。チャイルドケアのほうは、

無資格の人もやれるような、預かり的な保育でした。

これらを統一しようということになり、チャイルド

ケアと言っていたのも、同じ教育をやっているのだ

ということで、同じ言葉で呼ぶことになっていきま

した。今までは、education と care と呼んでいたの

を、care  and education、そして今は全て early 

child education と呼んでいます。このことによって、

チャイルドケアの先生たちの給料が大幅に改善され

ました。小学校の先生と同じくらいに上がったので

す。働く保育者たちの労働組合が一つで、政策にも

影響するような大きな力をもっていたことが、幼稚

園とチャイルドケアの統一に大きな役割を果たして

いたと思われます。世界的には、ニュージーランド

のように一元化をしようとしています。乳幼児期、

０歳から教育は始まっていて、それはケアと切り離

せないということを、多くの国がひとつの言葉で言

い始めています。保育、教育とを、別のものとはせ

ず、管轄も一つで、すべてに教育はある、となって

きているのです。 

 保育者たちがみんな専門的な仕事をやっていて、

ほんとうに教育をやっているとわかってもらうため

に、記録をつくって、社会的にわかってもらいなが

ら、どんな言葉がいいかも検討し、統一してきてい

ます。施設は、幼稚園、保育園もあるし、家庭的保

育もいろいろあって、一体化していません。施設の

一体化は、幼保一元化とは直接関係ないのです。多

様な施設がありますが、みんな early child 

education をやっている。ニュージーランドと同じ

ように、きっと日本もそうなると思っています。 

保育に欠ける、保育を必要とする、という要件は、

だんだんいらなくなってきているんです。スウェー

デンでは、いっさい働いていなくても教育をうけら

れています。きっと、社会的な保育と家庭での保育

は対立するものではなくて、両輪必要で、子どもに

とって大事なことだ、必ずそうなると私は思います。

日本の場合は、今度の改革で、保育と教育を分ける

かたちになり、今まで以上に距離を広げてしまいま

した。今の世界的な流れに、逆行しているのです。

国民の願いとも逆行しているし、子どもが育つとい

う点からも逆行しています。効率よく、学校に適応

できる子どもだけ育ててくれればいい、そこだけ金

をかけてと考えています。そんなやりかたは、うま

くいくはずがありません。やっぱり０歳からちゃん

と育てられるような状況をつくっていくことが大事

なんですね。 

 いま、いろいろな矛盾を乗り越えていくいちばん

の力は、私たちがいろんな人とつながり合っていく

ことです。それこそ学校の先生ともつながって議論

しなければと思いました。それは、私たちにかかっ

ているんです。そういう長い見通しをもちつつ、で

も当面は、厳しい問題がいろいろあります。とはい

え、そのなかでも 24条１項を残したということは、

大きな意味をもっています。象徴的な意味だけでは

なくて、具体的な意味を持つようにしていかなけれ

ばいけません。それを含めて、運動していかなけれ

ばと改めて思いました。 

 

（2014 年 9 月 7～8 日／於：埼玉県さいたま市／要約・

文責 事務局） 
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各地の情報 

●京都市立病院院内保育所

「青いとり保育園」、委託業者

の変更で職員総入れ替え！？ 
京都市立病院院内保育所「青いとり保育園」は、

4 年前、民間委託されましたが、職員の継続性を確

保する観点から、職員の雇用は守られてきました。  

今回、4 年ごとの委託業者の見直しにより、新た

に受託したアートチャイルドケア社は、委託額の上

限を大きく下回る額で公募し、選定されました。職

員の継続性を認めず、提示した給与額もこれまでの

半額以下と、低く抑えようとしています。保護者や

職員は、雇用の継続や保育の継承を訴えましたが、

結果的には、職員が総入れ替えとなり保育の引き継

ぎも十分に行われない状況です。 

もともとは京都市が設置した市立病院ですが、4

年前に独立行政法人化され、その際院内保育所の運

営も民間委託されました。設置者が市ではなくなり

自治体の責任があいまいになる中で、今回のような

事態が起こっています。子どもや保護者、現場の職

員たちに、しわ寄せが行っています。 

 

＊お知らせ＊ 
●『ちいさいなかま』連載に

主任セミナーの１場面が登場! 
3 月 28 日発行の月刊誌『ちいさいなかま』5 月号

に、主任セミナーの一場面が紹介されています（連

載“きょうも、ぽっかりスィートで”no.62）。 

「…誰か一人の肩に背負えるほど、現代の保育は

簡単ではありません。…みんなで知恵をだしあいた

いものです。がんばりすぎは要注意です。…」励ま

される内容です。ぜひ、各園でお読みください。 

※2015年度主任セミナーは 11月 12～13日

宮城県松島町で開催します。主任の方々を

送り出してくださいね！ 
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当面の課題 

●自治体の動き・方針をつ

かみ地域で働きかけを 
＊自治体は混乱状態！惑わされず、園長会等地域

での確認・共有を大事に 

自治体がやるべき作業も膨大で、短期間での準備

を迫られ混乱状態です。疑問や不明点はその都度

確認し、なるべく園長会等、地域全体で確認・共

有しましょう。園長会の役割は重要です。 

＊委託費の支弁は当月内が基本 

保育所は市町村からの委託で保育を行なうため、

給付費ではなく、公定価格全額を委託費として支

弁されます。委託費の支弁は当月内が基本です。

請求手続きや支弁の期日について、自治体がどう

説明するのか、要注意です。 

●自治体の状況を 

お知らせください！ 
自治体の新制度に関する動きを、経営懇までお

知らせください。全国的な交流のなかで、問題点

や改善点を明らかにしましょう。また、先進的な

自治体の動きを学び、各地のとりくみに活かしま

しょう。 

※6 月 7～8 日の総会での学習会にも活用した

いと思いますので、自治体の資料・書類のひな型

等をお寄せください。 

 

●公定価格の学習を！ 
今後の園運営に大きく関わる公定価格につい

て学習し、法人の理事会や職員会議にも伝えられ

るようにしましょう。 

6 月 7～8 日、経営懇総会の学習会で、公定価

格の学習を行います。ぜひ、ご参加ください。 

※詳細は、4 月以降、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★6月7～8日は学習会＆総会、ご予定ください。 

（詳細は、4月号でご案内します） 

●合研うまれの経営懇の合研コーナー● 

みんなで広げよう合研の輪 

第 47 回全国保育団体合同研究集会（合研集会）は、 

8 月 1～3 日に東京で開催されます。 

参加目標は、15,000 人！  

●
分
科
会 

実
践
レ
ポ
ー
ト
提
案
を
募
集

中
。
職
員
の
力
量
向
上
の
一
歩

に
！ 

 

●
案
内
書
が 

で
き
ま
し
た
！  

職
員
や
保
護
者
、
近
隣
の
園

に
も
手
渡
し
て
、
一
緒
に
参

加
し
よ
う
と
、
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
！ 

 

新
制
度
施
行
の
今
年
、
全
国

的
な
交
流
が
重
要
で
す
。 

＜同封の資料～ご確認ください＞ 

①費用算定の留意事項案（3 月 10 日自治体むけ説明

会資料より抜粋） 

②公定価格単価表案（2 月 5 日子ども・子育て会議資

料より保育所部分抜粋） 

③合研集会案内書 

④保育プラザ研修のご案内 

 職員研修にお勧めです。講師として、経営懇会員

園の園長先生も大活躍。定員が限られていますの

で、お申し込みはお早目に！ 


